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➣12 歳の時、ベトナム難民として家族と海を渡り来日。日本の学校教育の中で多く

の苦難も体験しながら、乗り越え、自らの道を切り拓く。現在は、行政機関の外国人
相談窓口、教育機関、医療機関等で相談員・通訳を務める傍ら、各地で、平和、人権、
国際理解教育に関する講演等を行っている。

本セミナーでは、難民や難民ユースのおかれている状況・課題について、難民当事者および、難民支援活

動に長年取り組んでいらした支援者の立場から語っていただきます。難民や地域に定住する外国人にとっ
て、ことばの習得は自立のための大きなよりどころの一つであり、日本語学習の支援は欠かせないもので
すが、それだけでは解決できない問題が数多くあります。教育、労働、住居、社会保障などにかかわる教育
支援、法的支援と連携し、難民や外国人住民が自立して力を発揮していけるようにすることが、地域社会を
豊かにしていくことにもつながります。
当事者や支援者の経験や思いについて生の声を聴いて理解を深め、共に同じ地域で暮らす市民としての
自分たちの在り方、行動の仕方を考えていきたいと思います。
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➣1980年代初頭より難民を主とする外国人定住者への日本語活動を始め、かな

がわ難民定住援助協会において日本語教室のコーディネート、生活相談を行うと
ともに、定期的に弁護士による法律相談（通訳付き）も開催し、定住外国人等の生
活や思いに寄り添った自立援助を続けている。


